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　有機合成化学、高分子化学、超分子化学やこれらに関連す
るソフトマテリアルの分野で、有機金属化合物は重要な役割
を果たしています。多彩な金属と配位子とからなる有機金属
化合物は、物質合成の鍵を握る一方で、その光化学、電気化
学などでは新機能材料として限りない可能性をもっていま
す。本講座では、有機化合物、高分子化合物の「かたち（構
造）」、「うごき（動的挙動から反応）」「はたらき（機能）」の
すべてに興味をもち、有機金属化合物を基軸にする研究を総
合的におこなっています。
　常に新しいものづくりをめざし、楽しくかつ集中して研究
することが何にもまして重要であるとのモットーのもとに
日々活動しています。下に示すものを含めて多くの新しい課
題に挑戦しています。

14属元素配位子をもつ単核、多核遷移金属錯体
　有機ケイ素、ゲルマニウム化合物は遷移金属錯体で活性化
され、変換されます。パラジウム、白金、ロジウムなどを用
いて、1）単核、二核錯体によるSi-Si, Ge-Ge, Si-Ge 結合形成
反応、及びこれに基づく高分子の新合成反応の開発、2）四
核以上の平面コアを有する錯体を基盤とする結合から反応
までの理解、をめざしています。Pd4Si3型の錯体はカップ
リングにより八核錯体に変化する、多彩な反応性を示しヨウ
化銅の付加によって五核錯体へと変換される他、ブレンス
テッド酸との反応により可逆に鎖状錯体へ変化する、有機ジ
スルフィドのS－S結合を活性化する、などのまったく新し
い反応性を示します。

有機金属超分子の合成と機能
　遷移金属錯体の特徴ある反応性を活かし、錯体の特長を活
かした超分子を独自の方法で合成しています。フェロセンを
軸または環分子に導入することによって容易に得られるロ
タキサンは、これら有機金属分子がインターロックした構造
をもち、フェロセンのレドックス活性、多数の芳香環の配置
による結晶の光学的性質など、有機金属化合物の特色を活か
した超分子が多数得られています。単結晶の相転移によって
その性質が大きくスイッチングするロタキサンを発見しま
した。これは分子運動を示す世界で始めてのロタキサン結晶
であり、科学、技術両方の面から将来の可能性が注目されて
います。

新しい連続構造を有する高分子の精密合成
　遷移金属錯体の特徴ある反応性を活かし、錯体触媒でなけ
ればつくることのできない高分子を合成し、その各種機能を
探索しています。α ,ω -ジエンやシクロペンテンなどの新
しくデザインされた単量体を立体選択的に連結させること
によって、精密に繰り返し構造が制御された高分子を多数合
成しています。最近見出したパラジウム錯体触媒により得ら
れる官能性置換基の連続構造の制御された高分子は、これま
で有効な合成法がなかったものです。この反応を利用するこ
とにより、従来ほとんど例のなかった液晶性ポリオレフィン
の合成も可能となりました。高分子鎖上に多様な機能団を組
み込むことも可能であり、新しい機能性高分子としての可能
性が期待されます。

小坂田・竹内研究室

竹内 大介 准教授小坂田耕太郎教授新しい結合・反応・物性に基づく有機化学の構築

http://www.res.titech.ac.jp/~shinkin/new-metal-j.html 小坂田　竹内 検索

パラジウム－ケイ素新錯体の結合、構造、反応
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　地球環境問題やエネルギー問題を解決し持続可能な工業
体系／生存環境を構築することは、人類の大きな夢であり、
課題でもあります。私達は、地球に対する負荷を軽減し、最
小のエネルギーで最大の効率を発揮させるため、「触媒」を
キーワードとして物理化学、無機化学、有機化学の視点から
研究を続けています。現在、有害廃棄物を「無害化する触媒
化学」や「排出しない触媒化学」、「全触媒化バイオマスリファ
イナリー」の構築に取り組み、多くの世界初あるいは世界最
高性能を達成しています。

有害廃棄物を無害化する触媒化学
　人類の生活を支えている化学プロセスは、様々な廃棄物を
出しています。私達は、有害廃棄物の高効率除去法の開拓に
取り組んでいます。一つは、自動車エンジン等の排出ガスに
含まれる窒素酸化物NOxの効率的触媒除去技術です。炭化
水素によるNOxの選択還元を世界で初めて報告し、ニオブ
やセリウムを添加したシリカナノ多孔体に白金を担持した
触媒系が極めて効率的に機能することを見いだしました。ま
た、水中に溶存している有害成分の選択除去では、ジルコニ
ウムやチタン系ナノ構造体に壁イオン交換法を適用し、高効
率除去に成功しました。あらかじめよく規定されたナノ空間
やナノ構造を活かせば、これまでにない地球環境改善触媒化
学が実現できると考えています。

有害廃棄物を排出しない触媒化学
　現在の石油化学プロセスでもっとも大きなエネルギーを
消費しているところは、反応そのものではなく、分離や蒸留
等のプロセスです。固体触媒を用いて収率100％を達成し、
容易な分離が実現できれば、地球環境に対する負荷を大きく
低減できます。私達は、シリカナノ多孔体が固体酸触媒とし
て機能し、水だけを副産物とする環境低負荷反応が実現でき
ること、金属イオン担持体が固体不斉触媒として機能するこ
とを見出しました。現在、これらの触媒作用の有機合成化学
への展開、酸特性発現機構や活性金属種の生成メカニズムの
解明を目指しています。

全触媒化バイオマスリファイナリーの構築
　地球温暖化防止や石油枯渇問題から、再生可能なバイオマ
スを原料とする化学工業の構築が世界的に喫緊の課題に
なっています。私達はすでにバイオエタノールを選択的にプ
ロピレンに転換する触媒プロセスの開発に成功し、バイオマ
ス資源からバイオプラスチックが生産できることを示しま
した。最近では、杉の鉋屑（かんなくず）のような木質系バ
イオマスそのものを触媒によって処理するとリグノセル
ロース全量を水溶液化できること、反応条件を変えると種々
の炭化水素へ直接変換できることを世界で初めて明らかに
しています。これらの成果は、食糧と競合しない新しいバイ
オマスリファイナリーの構築や持続可能な社会の実現に貢
献できると考えています。

岩本・石谷研究室

石谷 暖郎 講師岩本 正和 教授夢を実現する地球環境触媒化学

http://www.res.titech.ac.jp/~organic/top_page.htm ナノ空間触媒 検索

図　地球環境改善を実現する触媒化学
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わたしたちは
　新しい高機能・高性能な高分子光機能材料の創製を目指し
て、分子設計・合成・物性評価からデバイスの作製・評価ま
で、基礎と応用の両面にわたり幅広く研究を行っています。
材料の高機能高性能化においては、機能性分子の三次元的な
配列および配向を精密に制御することが極めて重要になり
ます。そこで、外場応答によって協同的な分子配向変化を効
率良く誘起できる液晶に着目し、さまざまな液晶高分子材料
の開発を行っています。

アゾベンゼン液晶高分子を利用した
ホログラム記録
　フォトクロミック分子であるアゾベンゼンの光異性化反
応と液晶の協同現象を組み合わせることにより、巨視的な分
子配向変化を光で誘起できます。これまでにアゾベンゼンを
組み込んだ液晶高分子が、あらゆる材料系を凌ぐ大きな屈折
率変化を光で誘起できることを見いだしています。アゾベン
ゼン液晶高分子の大きな屈折率変調、高い光感度および材料
性を生かして、ホログラム・立体動画や超高密度光記録への
応用を見据えた材料研究を進めています。

液晶高分子を用いた光運動材料
　アゾベンゼンが架橋された自己支持型の架橋フォトクロ
ミック高分子フィルムを作製し、紫外光を照射するとフィル
ムが巨視的に屈曲し、可視光を照射すると元の状態に戻る現
象を利用して、モーターやロボットアームなど多様な運動材
料を作製しました。様々な重合法、共有結合・非共有結合に
基づく色々な架橋技術を駆使し、ナノ・マイクロスケールで
動く光機能高分子材料の開発へ展開しています。

オリゴチオフェン液晶の分子配向変化と
光デバイス作製
　π電子が非局在化したチオフェン液晶は、光による構造変
化を起こさないにも関わらず、ネマチック液晶に少量ドープ
することによりホスト液晶の配向変化を効率良く誘起でき
ることを見いだしました。光重合と組み合わせることによ
り、偏光選択性マイクロレンズアレイなど新たな光デバイス
の作製を検討しています。

宍戸研究室

宍戸　厚 准教授協同現象を利用した光機能液晶高分子の創製

http://www.res.titech.ac.jp/polymer 検索東工大　宍戸
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地球環境と持続的発展可能社会のための
高機能化学システムの構築
　環境問題、エネルギー・資源枯渇問題など地球規模の問題
の解決、豊かな生活持続のための医療・医薬技術の進展など、
どの分野でも新しい機能材料・デバイスの開発が必要不可欠
です。これらの分野では、単純でなく精緻で複雑な機能を示
す材料及びデバイスが要求されています。これら高機能な化
学システムは、最先端の要素技術とこれらを統合する画期的
なアイデアにより生まれます。分子レベルから材料を合成
し、デバイス化、プロセス化を俯瞰的に考え、社会および地
球のために真に必要な科学技術のブレークスルーを目指し
ます。
　材料自身をシステムとしてとらえ、複数の素材を有機的に
結びつけ、新機能を発現する“機能材料システム”および、
そのデバイス・プロセス化までを対象とします。具体的には、
燃料電池、バイオマテリアルの創製から、持続発展可能な地
球環境保全技術へと展開します。

材料機能のシステム設計

燃料電池
　固体高分子形燃料電池は、自動車、家庭用定置型電源とし
て注目されています。我々は世界で初めて、数十nmの多孔
膜細孔中に電解質ポリマーを充填すると新しい構造、機能が
発現することを発見しました。触媒カーボン担体へのグラフ
ト重合、ナノ粒子キャッピング手法、燃料電池状態での触媒
表面解析など、世界でも例をみないナノレベルからの新しい
発想や化学合成手法が生まれています。また、白金を用いな
い全固体アルカリ型燃料電池に期待は高まっていますが、電
解質膜が存在しないために開発が止まっています。この分野
でも、新規な発想による電解質膜の開発に挑戦し、成功しつ
つあります。さらに、グルコースなど生体内物質を生体膜と
同様にエネルギーへと変換するバイオ燃料電池など、さらに
未来の技術開発に向かっています。
　研究室全体として、有機化学・無機化学・電気化学・化学
工学・触媒化学、機械工学まで幅広い学問領域を駆使し、技
術のブレークスルーを目指しています。

バイオマテリアル
　従来の人工材料では分離・反応など一定の機能を定常的に
示しますが、生体では時間・環境によって同じ細胞や生体膜
が異なる機能を示します。生体自身を人工的に作ることは困
難ですが、生体の持つシステムから発想して新しい人工材料
を作ることは可能です。未来の人工臓器、薬物送達システム、
医薬品合成のためのマイクロリアクタを考えると、この生体
システムは良い見本となります。生体システムを模倣し、細
胞、組織、器官へと発展させた材料システムの構築を目指し
ています。

山口研究室

山口 猛央 教授持続発展可能な明るい未来社会作りのために

生体システムから発想した新しいバイオマテリアル

http://www.res.titech.ac.jp/~zairyosys/yamaguchilab/index.html 検索山口猛央

未来の燃料電池材料と燃料電池
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新元素戦略：金属の自在集積と
精密金属ナノ材料の創製（山元）
　我々は枝の数が幾何学的な密度勾配を有する樹状構造を
持つ、新しいタイプの高分子（デンドリマー）に着目してい
ます。配位サイトを導入したデンドリマに中心から外側に向
けて段階的に金属イオンが規則正しく集積される新現象を
発見し［Nature, 415, 509 （2002）］、金属原子の個数と位置を
決定しながら精密かつ自在に金属を飾り付けできる、前例の
無いメタロデンドリマーの創製に成功しました。
　この独自の金属精密集積法を駆使し、金属元素の構成原子
数や組成を精密かつ自在に制御することによって、従来合成
のできなかった単分散でサブナノメートルオーダーの金属、
半導体、酸化物、多元素合金などを含む新しいクラスター化
合物、いわゆる「精密金属ナノ材料」の創製を展開していま
す。最近では、燃料電池触媒への応用例として、12個の白
金原子からなるサブナノクラスターの精密合成に成功、従来
の白金ナノ粒子触媒（粒径3 nm） を大きく上回る酸素還元触
媒能を見出しています。また、基板表面で世界最小の酸化チ
タンサブナノドット作成に成功し、量子サイズ効果を世界で
初めて観測しました。

エレクトロニクスデバイス・生命機能材料　　　
への展開（山元）
　メタロデンドリマーを有機薄膜デバイスのホール輸送材
料として利用しました。有機 EL 素子及び色素増感太陽電池

を組み上げ、高輝度発光と高エネルギー変換効率を達成し 

ました。デンドリマーを利用した有機太陽電池の初めての例
となります。
　この他、デンド リマーをナノカプセルと見立て、鉄イオ
ンの個数を決めて内包 /放出を精密に制御することに成功し
ました。フェリチンタンパクに比べ 50 倍近く小さい カプセ
ルで同様の金属運搬貯蔵機能を再現したもので、新しい薬剤
運搬材料（DDS）として期待されています。

金属酸化物クラスター（ポリ酸）を基盤とする
無機高機能材料の創製 （成毛）
　金属と酸素が規則的に配列
した金属酸化物クラスター分
子（ポリ酸）の多様な構造と性
質に着目し、高機能材料への
応用を検討しています。新た
な応用に向けたポリ酸光学異
性体の単離（右図上）、水に溶
ける性質を利用したリサイク
ル可能な酸化物薄膜やイオン
伝導体へと展開しています。
　光通信やレーザ加工、研究
用途以外は有効に使われてい
ない近赤外光に注目し、これ
を赤・緑・青の可視光に効率
よく変換するアップコンバー
ジョン材料を研究しています。
これまでに近赤外の励起パルス幅で発光色が変わる新材料
や、高輝度青色発光材料（右図下）を開発しました。

山元・成毛研究室

成毛 治朗 准教授山元 公寿 教授精密無機化学を基盤とする金属－有機ハイブリッドナノ材料創出

http://www.res.titech.ac.jp/~inorg/ 無機機能化学部門 検索

新元素戦略：精密金属ナノ材料を目指したメタロシステム

有機－無機ハイブリッドデバイス（太陽電池、EL素子）
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光合成生物のATP合成とその調節
　ATP合成酵素は、分子モーターとしても知られている生体
に必須のエネルギー変換装置で、細菌、動植物など真核生物
のミトコンドリア、植物の葉緑体で、呼吸や光合成で得られ
るエネルギーをATPの化学結合のエネルギーに変換していま
す。ATPの供給は、生命を維持するために非常に重要なもの
ですが、中でも葉緑体のATP合成酵素は、昼間、光合成反応
が起こるときだけしか働くことができないので、その機能が
精密に制御されています。制御機構としては、阻害サブユ
ニットの構造変化や光合成と連動して酵素が働くように調
節するレドックス制御が知られていますが、これは言うなれ
ばモータータンパク質に回転を制御するスイッチがついて
いるようなものです。私たちは、ATP合成酵素がこれらの制
御機構によって、どのようなときにどのように調節されるの
かを、分子レベルで解明しようと研究を進めています。また、
制御方法を理解することによって、新たなスイッチをつけて
分子モーターを自在に操ることも夢見ています。

光合成生物のレドックス制御
　レドックス制御は、光合成反応で生じる還元力を利用して
いろいろな酵素分子が持っているジスルフィド結合を還元
することでその機能を制御する機構です。この制御は、ジチ
オール–ジスルフィド交換反応によって還元力の受け渡しを
するチオレドキシンという小さなレドックスタンパク質が
主として行っていることがわかってきました。細胞内には、
上のATP合成酵素のようにチオレドキシンに調節を受ける
様々な酵素があり、これらは一般にチオレドキシン標的酵素
と呼ばれています。つまり、生体内には、還元力の受け渡し
を行うレドックスネットワークという情報伝達システムが
あって、いろいろな代謝系が協調して働いているわけです。

また、細胞内では過剰な電子が活性酸素を発生して他のタン
パク質システムを攻撃したり、これを防御するために還元力
が働いたりしていることもわかってきました。私たちは、こ
のようなレドックスネットワークの全体像をプロテオミク
スの手法と生化学的な手法を併用して分子レベルで理解す
ることで、将来、光合成生物の機能をうまく制御し利用出来
るようになるものと期待しています。

環境調和型の微生物工学
～微生物のタンパク質分子を生かす取り組み
　微生物は、地球上の生態系の土台を形作っている重要な役
割も持っています。生態系は、微生物の働きがなければ成り
立ちません。日頃意識していませんが、私たち人類も常に微
生物に接して生きています。実際、私たちは、微生物から様々
な恩恵を受けていますが、時には猛々しい牙を向けられるこ
ともあります。私たちは、このような微生物の機能をタンパ
ク質分子レベルで解明することに取り組んでいます。最近、
ある種のカビが生産する酸化酵素DyPが、これまで知られて
いなかった新規なペルオキシダーゼで、しかも生体異物を排
除するために重要な役割を果たしている事を明らかにしま
した。また、バクテリアを使って、重要な資源である高純度
のセルロースを効率よく生産することに成功し、現在、その
合成ユニットである膜タンパク質の解析に取り組んでいま
す。私たちは、これらの研究を着実に積み重ねて、21世紀
にふさわしい環境調和型の微生物工学の実現を目指してい
ます。

久堀・菅野研究室

菅野 靖史 准教授久堀　徹 教授光合成と微生物の能力を生かした科学の創成

http://www.res.titech.ac.jp/~junkan/index-j.htm 久堀 検索
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　外部の刺激や環境の変化に応答する分子、自発的に認識や
修復する能力を持つ分子の開発は、次世代の機能性材料“ス
マートマテリアル”の基盤技術として、最近注目されていま
す。我々の研究室では、独創的な機能性分子の創出を目指し
て、「金属錯体」と「π共役分子」に着目して、それらを複合
した化合物の構築とその構造・物性・反応性に関する研究を
行っています。錯体化学および超分子化学的な研究手法をメ
インツールとして、新しいスマート分子の設計からその精密
合成、立体構造解析、そして機能創出までを行っています。

分子ナノワイヤー
　世界最小の電子回路を組み立てる1つのアプローチとし
て、分子を利用した“情報伝達素子”の開発が期待されてい
ます。これまでに我々は、1次元の鎖状π共役分子の両端に
金属錯体を連結することで、拡張した共役系を有する新しい
化合物を構築しています。これらは最小の情報伝達素子“分
子ナノワイヤー”として機能して、一方の金属で受けた化学
的刺激（酸化還元・光照射など）が、π共役鎖を介して他方
の金属に伝わることを明らかにしました。また、2次元に分
岐した“分子ジャンクション”の構築、外部刺激による情報
伝達のスイッチングやチューニング機能を備えた分子ナノ
ワイヤーの開発も行っています。さらに、情報伝達の方向性
の制御や機能の集積化による、高次な機能性素子の創製に取
り組んでいます。

可視光を活用した分子触媒
　可視光（太陽光）を利用した触媒反応の開発は、環境負荷
の少ないクリーンな物質合成につながる重要なテーマです。
我々は、可視光を吸収するユニットと触媒能を有する金属錯
体をπ共役鎖で連結した化合物を新規に構築して、それが光
照射により、オレフィンの2量化反応を促進することを見出
しました。また、光吸収部位の官能基化により、重合反応を
誘起することにも成功しました。効率良く太陽エネルギーを
捕集して反応エネルギーに変換する、ユニークな光触媒を開
発しています。

分子ナノカプセル・チューブ
　フラーレンなどのπ共役骨格に囲まれたナノ空間内では、
特異な化学現象が発現します。我々はその構造に着目して、
パネル状のπ共役分子を3次元的に配置した“分子ナノカプ
セル”の構築と、その内部空間を利用した新しい現象の創出
を目指しています。これまでに、金属配位サイトを導入した
π共役分子と金属イオンの自己組織化により、球状の分子ナ
ノカプセルを定量的に構築することに成功しました。このナ
ノ空間には、様々な化合物が選択的に取り込まれることか
ら、「分子フラスコ」として活用しています。また、筒状の
π共役骨格からなる“分子ナノチューブ”の構築と機能発現
を目指した研究も展開しています。独自のナノ空間設計か
ら、“新しい化学環境場”の構築による、特異な化学現象の
創出に挑戦しています。

穐
あき

田
た

・吉沢研究室

吉沢 道人 准教授穐田 宗隆 教授機能的で賢い“スマート”分子の設計から創出まで

http://www.res.titech.ac.jp/~smart/smartj.html あきたよしざわ研 検索
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プロセスシステム工学
　環境や安全を守りながら、高度な生産活動を維持するため
の次世代生産システムに関する研究を行っています。化学工
学の1分野であるプロセスシステム工学をベースとして研究
を進め、循環型社会の構築に代表されるような人間社会と環
境の調和の実現に貢献することを目標とします。
　本研究室では、対象システムの数式モデルの構築、解析、
シミュレーションなどコンピュータを用いた数理的なアプ
ローチを主として、研究教育に取り組んでいます。

プラント全体を考慮した制御系の設計
（プラントワイド制御）
　連続型の化学プロセスは、反応器、分離器など数多くのユ
ニットから構成されます。最新のプラントでは、省資源・省
エネルギーが高度に進み、リサイクルやヒートインテグレー
ションにより、これらのユニットが相互に影響します。1つ
1つのユニットを最適に運転することはもちろん大切です
が、究極的には、プラント全体を考慮した最適性、すなわち
全体最適の実現が求められます。
　本研究では、とくに、リサイクルを複数有し、ユニット間
の相互干渉が強いシステムを対象として、全体最適を実現す
るプロセス制御系の設計方法について提案します。リサイク
ルによるユニット間の相互作用を考慮しながら、インベント
リ制御系の構成方法、非線形性による制御性能の劣化への対
処方法などについて検討しています。
　また、ここで得られた知見を循環型社会（物質のリサイク
ルを有する社会）におけるサプライチェーンの運用に適用す
ることも視野に入れ、研究を進めています。

多品種少量生産のためのバッチ式生産プロセスの
運転高度化
　多品種少量生産に適した生産形態としてその重要性を増
すバッチプロセスを対象として、品質を高度に保証すること
が可能な運転方法の開発を目指します。現行のバッチプロセ
スの運転では、品質を保証するために、ともすれば保守的
（“keep everything constant”）になりがちなところを、センサ
情報をフィードバックするなどのより高度な運転にチャレ
ンジします。 

　ダイナミックな操作である、運転時間が限られている、初
期条件の影響が大きく修正動作が行いにくい、品質の制約が
厳しい、大規模な投資は困難であるなど、バッチプロセスの
特徴をよく考慮した上で、実用的で簡便な運転・制御方法を
模索します。運転操作プロファイルの最適化、不確かなセン
サ情報の確率的な処理による状態推定、機械学習を応用した
運転領域のクラスタリング、シナリオベースの制御手法の設
計、ロバスト性の評価、などが具体的な研究テーマとなりま
す。

関 研究室

関　宏也 准教授現象解析から単位操作、単位操作からプラントへ

プラントワイド制御(対象プラントの例＝酢酸ビニルモノマー製造プラン
ト）：プラント全体を考えて制御系・運転方法を設計する

http://www.res.titech.ac.jp/pse/ 検索東工大　PSE

バッチプロセスの運転高度化（冷却晶析プロセスの例）：冷却プロファイ
ルを工夫することにより、微結晶の生成を抑える
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　私たちは、有機金属化学、錯体化学を基盤として、新しい
分子触媒、特に希土類金属を中心とした新触媒をデザインし
て創製し、それを活用した新しい有機合成反応や重合反応の
開拓を行っています。従来の触媒では実現困難な新しい物質
変換プロセスやより効率的・選択的な重合反応、有機合成反
応の開発、さらに新規機能性材料の創製を目指しています。

1.  高機能ポリマーの創製を目指した新規精密重合
触媒の開発
 ― New Catalysts for Regio- and Stereospecifi c 

Polymerization―

　私たちは、従来合成・単離が困難とされてきた、ハーフサン
ドイッチ型・非メタロセン型など、様々な希土類ジアルキル錯
体の合成を達成しました。これらの錯体は［Ph3C］［B（C6F5）4］
等の助触媒と組み合わせることで従来の遷移金属触媒には見
られない特異な重合活性を示すことを明らかにしました。

2.  高効率・高選択的な有機合成を目指した新規有
機金属触媒の開発 
―New Catalysts for Effi cient Organic Synthesis―

　従来の遷移金属触媒では困難な非対称内部アルキン、内部
アルケンの位置選択的メチルアルミ化反応や、位置選択的
CH結合活性化反応に希土類触媒が有効であることを明らか

にしました。また、アルキンの選択的二量化反応などを新た
に開発し、これを用い、単一有機分子発光材料としては初め
ての白色発光有機ELデバイスの作成に成功しました。二酸
化炭素の固定化にも取り組んでおり、銅触媒を用いたカルボ
キシル化（-COOR）反応を開発しました。

3.  多核希土類ポリヒドリド錯体の創製と反応基質
に対する多点協同活性化
Polynuclear Rare Earth Metal Polyhydride Complexes 
Showing Cooperative Effects-

　多核希土類ポリヒドリドクラスターの合成と構造解析を
初めて達成しました。これらのポリヒドリドクラスターは
種々の不飽和化合物に対し特異な反応性を示し、一酸化炭素
からエチレンを生成したり、金属カルボニル錯体と反応し、
異種多核金属メチル／オキソ錯体等を与えたりすることを
明らかにしました。

侯研究室（理研連携講座）

侯　召民 教授新触媒・新反応・新機能性材料

図1　新しい重合触媒による新規高分子化合物

図2　有機合成触媒による新しい材料開発、CO2の有効利用

図3　希土類ヒドリド錯体の特異な反応

http://www.riken.go.jp/r-world/research/lab/wako/organometallic/index.html 検索侯研究室
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入学案内

〒152-8550 東京都目黒区大岡山2-12-1　W8-103

 東京工業大学学務部入試課入試実施グループ（大学院）
 電話03-5734-3020

（郵送により募集要項を請求する場合には返信用封筒が必要になるので、封筒のサイズ、返信用切手等に
ついて問い合わせてください）

平成23年5月13日（金）・14日（土）
 このほかにも専攻説明会を予定しています。
詳細については、化学環境学専攻のホームページをご覧ください。

【平成23年度化学環境学専攻長】
〒226-8503 横浜市緑区長津田町4259-R1-8

 東京工業大学　大学院総合理工学研究科
 化学環境学専攻
 教授　久堀　徹
 電話 045-924-5234

 senkouchou@rec.res.titech.ac.jp
専攻ホームページ http://www.chemenv.titech.ac.jp/

本専攻の平成23年度（24年度入学）の募集実施状況は以下の通り。

募集人員　　　修士　40名　　　博士　19名

口述試験　　　書類選考で対象者を選抜し、面接試験によって合格者を決定します。

筆答試験の試験科目　　　口述試験の対象にならなかった方は、筆答試験によって合否を決定します。

課程 科目 出題範囲 試験時間

修士

外国語 英語 1時間

専門科目
物理化学、有機化学、無機化学、
生物化学、化学工学、数学基礎、
物理学基礎（選択）

2時間30分

博士 外国語 英語（科学論文等の読解、作文） 1時間

・詳細は募集要項で確認してください。

照会・募集要項の
請求先

オープン
キャンパス

問い合わせ先

検索化学環境　入試



交通機関案内
すずかけ台キャンパスまでの主な経路
（平均的乗換え時間を含む所要時間）

新横浜駅 長津田駅
JR 横浜線

すずかけ台駅 （30分）
乗換

乗換

乗換乗換

下車

下車

下車

東急田園都市線

東京駅 渋谷駅
JR 山手線

すずかけ台駅 （75分）
東急田園都市線

羽田空港 横浜駅 長津田駅
京急空港線

すずかけ台駅 （70分）
東急田園都市線JR横浜線

乗換 下車
羽田空港 たまプラーザ

連絡バス
すずかけ台駅 （90分）

東急田園都市線

G1

R1

すずかけ台駅
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【平成23年度化学環境学専攻長】
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化学環境学専攻
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